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あなたが好きなまち・朝来市

今
月
の
主
な
内
容

災災害時の避難行動につい災害時の避難行動についてて…………２２

ＡＳＡＧＯ国際音楽ＡＳＡＧＯ国際音楽祭祭…………………６…６

地域おこし協力隊「あさこいひと便り地域おこし協力隊「あさこいひと便り」」…９…９

市政フラッシ市政フラッシュュ／我がまち朝来再発／我がまち朝来再発見見……１０１０

まちのわだまちのわだいい…………………………………………１２１２

情報掲示情報掲示板板………………………………………………１４１４

人いきいき／こんなことあったで人いきいき／こんなことあったでーー／新あさご百景／新あさご百景…２４…２４

災災害に備え災害に備えてて
８月３８月３１１日日

市内全域で一斉避難訓市内全域で一斉避難訓練練
（２～３㌻に関連記事（２～３㌻に関連記事））
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台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
、近
年
、大
規
模
な
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。こ
の
８
月
に
は
、朝
来
市
に
隣
接
す
る
丹
波
市
、福
知
山
市
で
洪
水
・
土
砂

災
害
に
よ
っ
て
多
く
の
家
屋
が
浸
水
す
る
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
ほ
か
、広
島
県
で
は

土
砂
崩
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
す
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
は
、災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、万
全
の
態
勢
で
臨
ん
で
い
ま
す
が
、最
後

に
命
を
守
る
の
は
、市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
避
難
行
動
で
す
。今
月
の
広
報
で

は
、災
害
時
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

特
別
警
報
に
つ
い
て

昨
年
の
８
月

日
か
ら「
特
別
警

３０

報
」の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
る
と
き
は
、

重
大
な
災
害
が
切
迫
し
て
い
ま
す
。住

民
の
皆
さ
ん
は
直
ち
に
命
を
守
る
行

動
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

気
象
庁
は
、大
雨
、地
震
、津
波
、
高

潮
な
ど
に
よ
っ
て
重
大
な
災
害
の
起

こ
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
、警
報
を
発

表
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か

に
超
え
る
豪
雨
や
大
津
波
等
が
予
想

さ
れ
、重
大
な
災
害
の
危
険
性
が
著
し

く
高
ま
っ
て
い
る
場
合
は「
特
別
警

報
」を
発
表
し
、
最
大
限
の
警
戒
を
呼

び
掛
け
ま
す
。

「
特
別
警
報
」が
発
表
さ
れ
た
ら
、直

ち
に
命
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。

命
を
守
る
た
め
に
…
避
難
行
動

自
然
災
害
に
対
し
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

人
た
ち
が
自
ら
の
判
断
で「
避
難
行
動
」

を
と
る
こ
と
が
原
則
で
す
。「
避
難
行
動
」

は
、数
分
か
ら
数
時
間
後
に
起
こ
る
か
も

し
れ
な
い
自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る
た

め
の
行
動
で
す
。

避
難
行
動
は
、避
難
勧
告
等
の
発
令

時
に
行
う
、公
的
な
施
設
等
へ
の
避
難
が

一
般
的
で
す
が
、次
の
行
動
す
べ
て
が
避

難
行
動
と
な
り
ま
す
。

①
指
定
避
難
場
所
へ
の
移
動

②
自
宅
等
か
ら
移
動
し
て
の
安
全
な
場

所
へ
の
移
動（
公
園
、親
戚
や
友
人
の
家

等
）

③
近
隣
の
高
い
建
物
や
堅
固
な
建
物
等

へ
の
移
動

④
建
物
内
の
安
全
な
場
所（
浸
水
の
恐

れ
が
な
い
上
階
や
、
土
砂
崩
れ
に
巻
き
込

ま
れ
に
く
い
崖
な
ど
か
ら
離
れ
た
場
所
）

へ
の
退
避

■
問
い
合
わ
せ
先

防
災
安
全
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
２

市は、８月３１日、台風による大規模災害を想定し「朝来市一斉避難訓練」を実施しました。これ

は、各地区や自主防災組織を対象に、地域の皆さんが主体となって、避難所の受入れ態勢や避難

方法、関係機関との連携の確認などを目的にしたもの。市内各地で訓練が繰り広げられたほか、高

齢者活力創造センター（旧与布土小学校・溝黒区）では、南但消防本部朝来消防署、朝来警察署、

朝来市消防団山東支団との合同訓練を行いました。【写真・避難訓練に参加した市民の皆さん】

災災
害
時
の
避
難
行
動
に
つ
い

災
害
時
の
避
難
行
動
に
つ
い
てて

そ
の
行
動
が
あ
な
た
の
命
を
守
り
ま

そ
の
行
動
が
あ
な
た
の
命
を
守
り
ま
すす



具
体
的
な
避
難
行
動
の
基
本

▼
自
然
災
害
に
対
し
て
は
、各
人
が
自

ら
の
判
断
で
避
難
行
動
を
と
る
こ
と
が

原
則
で
す
。

▼
激
し
い
降
雨
時
に
は
、河
川
に
近
づ
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
小
さ
い
川
や
側
溝
の
水
が
勢
い
よ
く

流
れ
て
い
る
場
合
は
、そ
の
上
を
渡
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▼
自
分
が
い
る
場
所
で
の
降
雨
は
そ
れ

ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、
上
流
部
の
降
雨
に

よ
っ
て
急
激
に
河
川
の
水
位
が
上
昇
す

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、大
雨
注
意
報
が
出

た
段
階
や
上
流
に
発
達
し
た
雨
雲
等
が

見
え
た
段
階
で
河
川
敷
等
で
の
活
動
は

控
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
大
雨
に
よ
っ
て
側
溝
や
排
水
路
の
排

水
が
充
分
に
で
き
ず
、浸
水
し
て
い
る
場

合
は
、側
溝
や
排
水
路
に
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▼
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
て
な
く
て
も
、

「
自
ら
の
身
は
自
分
で
守
る
」と
い
う
考

え
方
か
ら
、身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
躊
躇

ち
ゅ
う
ち
ょ

な
く
自
主
的
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
市
は
住
民
の
安
全
を
考
慮
し
て
、災
害

発
生
の
可
能
性
が
少
し
で
も
あ
る
場
合

は
、避
難
勧
告
等
を
発
令
し
ま
す
。実
際

に
は
災
害
が
発
生
し
な
い「
空
振
り
」と
な

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、避
難
し
た

結
果
、何
も
起
こ
ら
な
け
れ
ば「
幸
運
だ
っ

た
」と
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

▼
局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
っ
て
周

辺
の
谷
川
や
沢
か
ら
急
激
に
出
水
し
浸

水
し
た
場
合
は
、あ
わ
て
ず
そ
れ
ぞ
れ
の

判
断
で
自
宅
外
へ
の
避
難
、自
宅
内
で
の

上
の
階
へ
の
退
避
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
浸
水
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
移
動
す
る
こ

と
は
、む
し
ろ
危
険
な
場
合
が
多
い
こ
と

か
ら
、孤
立
し
た
と
し
て
も
基
本
的
に
移

動
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。や
む
を
得
ず
移

動
す
る
場
合
は
、浸
水
し
た
水
の
濁
り
に

よ
る
路
面
の
見
通
し
、流
れ
る
水
の
深
さ

や
勢
い
を
見
極
め
、慎
重
に
判
断
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
小
さ
な
落
石
や
湧
水
の
濁
り
、地
鳴
り
、

山
鳴
り
等
の
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
を

発
見
し
た
場
合
は
、い
ち
早
く
自
主
的
に

避
難
す
る
と
と
も
に
、市
に
す
ぐ
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
土
砂
災
害
危
険
区
域
に
居
住
し
て
い

て
、避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
時
点
で
、

既
に
大
雨
と
な
っ
て
い
て
立
ち
退
き
避
難

が
困
難
だ
と
判
断
す
る
場
合
は
、屋
内
で

も
上
階
の
谷
側
に
待
避
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
た
後
、逃

げ
遅
れ
て
、激
し
い
雨
が
継
続
す
る
な
ど

し
て
、
避
難
場
所
ま
で
移
動
す
る
こ
と
が

危
険
だ
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、

近
隣
の
よ
り
安
全
な
場
所
や
建
物
へ
移

動
す
る
。そ
れ
さ
え
危
険
な
場
合
は
、屋

内
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
台
風
の
接
近
や
大
雨
に
よ
っ
て
、警

報
・
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
時
点
で
の
避
難
勧
告
等
の
発
令
状

況
に
注
視
し
、災
害
の
危
険
性
の
有
無
を

確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
避
難
勧
告
等
の
対
象
と
す
る
区
域
は

あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
。そ
の
区
域
外
で

あ
れ
ば
一
切
避
難
し
な
く
て
も
良
い
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、想
定
を
上
回
る
事
象

が
発
生
し
う
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、危
険

だ
と
感
じ
れ
ば
自
主
的
に
か
つ
速
や
か
に

避
難
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
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災害時や災害の発生する恐れがあるときには、市民の皆さんへ向けて「避難準備情報」、「避難勧告」、「避難指示」を発令す

る場合があります。これらの情報は基本的には段階を踏んで発令されますので、この違いをあらかじめご理解いただき、自らの判

断で、早めの避難と、『自助（自らの命は自ら守る）』の気持ちで、安全な避難を心がけてください。

「避難準備情報」、「避難勧告」、「避難指示」の発令について

皆さんの行動市からの呼びかけ（例）発令時の状況拘束力区 分

市からの呼びかけはありま
せんが、災害が発生する危
険を感じた場合は、自主的
な避難をお願いします。

今後、災害の発生の恐れがある
状況です。

自 主 避 難

避難の準備に備え、ラジオ
やテレビ、市からの情報に
充分注意してください。援
護を必要とする人は避難を
始めてください。

避難準備情報が発令されました。高齢
の皆さんなど避難に時間のかかる人
は、直ちに最寄りの避難所へ避難して
ください。その他の皆さんも避難の準
備をしてください。

災害時要援護（要配慮）者など、
特に避難行動に時間を要する人
が避難行動を開始しなければな
らない段階で、人的被害の発生
する可能性が高まった状況です。

避難準備情報

家族、近所の人と助け合い
ながら、速やかに避難を開
始してください。

避難勧告が発令されました。直ちに
最寄りの避難所へ避難してください。

通常の避難行動が可能な人が
避難行動を開始しなければな
らない段階で、人的被害の発生
する可能性が明らかに高まっ
た状況です。

避 難 勧 告

危険が迫っています。
一刻も早く避難を完了して
ください。

避難指示が発令されました。非常に危険
な状況です。直ちに最寄りの避難所へ避
難してください。充分な時間がない人は、近
くの安全な場所に避難してください。

※指示に従わなかった人に対し直接強
制までは行いません

前兆現象の発生や、切迫した状
況などから、人的被害の発生す
る危険性が非常に高まった、あ
るいは人的被害の発生した状
況です。

避 難 指 示

あさご安全安心ネット
携帯電話やパソコンのメール機能を

利用して、あらかじめ登録した皆さん

へ、気象警報や地震情報、緊急情報を

発信するサービスです。

asago@bosai.netあてに空メールを送

信していただき、指示に従って登録し

てください。

※登録料は無料ですが、メール受信

料は別途かかります。

朝来市防災情報
朝来市ホームページのトップ画面左

にある「防災情報」からご確認くださ

い。（http://www.city.asago.hyogo.jp/）



８
月

日
か
ら

日
に
か
け
て
の
豪
雨
で
は
、朝
来
市
で
は
大
き
な
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で

１５

１７

し
た
が
、
朝
来
市
に
隣
接
す
る
丹
波
市
で
は
、８
月
の
観
測
史
上
初
と
な
る
２
５
８
㍉
の
降
水
量

を
記
録
し
、
同
市
市
島
町
を
中
心
に
１
０
０
か
所
も
の
土
砂
崩
れ
が
起
こ
る
な
ど
大
き
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。ま
た
、同
じ
く
隣
接
す
る
京
都
府
福
知
山
市
で
は
、１
時
間
に

㍉
の
記
録
的
な

９０

豪
雨
に
よ
っ
て
、
市
街
地
が
広
範
囲
で
浸
水
す
る
な
ど
、昨
年
に
続
い
て
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

【
丹
波
市
・
福
知
山
市
を
支
援
】

市
で
は
、
豪
雨
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
丹
波
市
と
福
知
山
市
に
対
し
災
害
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

８
月

日
に
、
豊
岡
市
・
養
父
市
と
と
も
に
、丹
波
市
市
島
町
で
給
水
車
に
よ
る
給
水
活
動
を

１８

行
っ
た
の
を
初
め
と
し
て
、現
在
ま
で
に
、被
災
家
屋
調
査
士
の
資
格
を
持
つ
職
員
の
現
地
へ
の
派

遣
、
健
康
相
談
を
受
け
付
け
る
保
健
師
の
派
遣
、廃
棄
物
・
が
れ
き
処
理
に
か
か
る
車
両
や
職
員

の
派
遣
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
朝
来
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
そ
の
補
助
と
し
て
、職
員
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
関
係
機
関
と
協
力
し
、丹
波
市
・
福
知
山
市
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、支
援
を
続

け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

防
災
安
全
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
２
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豪
雨
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た

丹
波
市
・
福
知
山
市
へ
職
員
等
を
派
遣

義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

市
で
は
、こ
の
た
び
の
豪
雨
に
よ
っ
て
被
災
し
た
、
丹
波
市
、福
知
山
市
、広
島
市
の
皆
さ
ま
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
義
援
金
の
名
称

朝
来
市
「
８
月
１
５
日
か
ら
の
大
雨
災
害
に
か
か
る
被
災
者
義
援
金
」

朝
来
市「
広
島
市
８
・
２
０
豪
雨
災
害
義
援
金
」

◆
期
間

月

日

ま
で

１０

２２

（水）

◆
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
・
市
施
設
は
休
館
日
を
除
く
）

３０

◆
受
付
方
法

【
募
金
箱
】

募
金
箱
の
設
置
場
所
…
朝
来
市
役
所
、各
支
所
、市
主
要
施
設
等

①
丹
波
市
分
・
福
知
山
市
分
を
対
象
と
し
て
一
箱
を
設
置

※
受
け
付
け
た
義
援
金
は
被
災
状
況
を
考
慮
し
、日
本
赤
十
字
社
の
配
分
基
準
等
に
準
じ
て

按
分
し
て
送
金
し
ま
す
。

あ

ん

ぶ

ん

②
広
島
市
分

【
現
金
持
参
】

受
付
窓
口
…
朝
来
市
役
所（
会
計
課
）と
各
支
所（
地
域
振
興
課
）

丹
波
市
、福
知
山
市
、広
島
市
の
い
ず
れ
か
を
指
定
す
る
義
援
金

領
収
書
を
必
要
と
す
る
人

【
口
座
振
込
】

丹
波
市
、福
知
山
市
、広
島
市
が
開
設
の
口
座
に
直
接
振
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
丹

波

市

金
融
機
関
…
丹
波
ひ
か
み
農
業
協
同
組
合

本
店

口
座
番
号
…
普
通
預
金

０
０
０
１
２
９
０

口
座
名
…
丹
波
市
豪
雨
災
害
義
援
金

※
丹
波
ひ
か
み
農
業
協
同
組
合
か
ら
の
振
込
手
数
料
は
無
料
。

県
内
Ｊ
Ａ
窓
口
で
の
振
込
手
数
料
は
無
料
、Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
振
込
手
数
料
は
有
料
。

②
福
知
山
市

金
融
機
関
…
京
都
銀
行

福
知
山
支
店

口
座
番
号
…
普
通
預
金

４
１
３
２
９
３
４

口
座
名
…
福
知
山
市
災
害
対
策
本
部

福
知
山
市
会
計
管
理
者

荒
木
一
昌

あ

ら

き

か

ず

ま

さ

※
京
都
銀
行
本
店
・
各
支
店
窓
口
、京
都
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、京
銀
ダ
イ
レ
ク
ト
バ
ン
キ
ン
グ

か
ら
の
振
込
み
は
、振
込
手
数
料
は
無
料
。

③
広

島

市

金
融
機
関
…
広
島
銀
行

広
島
市
役
所
支
店

口
座
番
号
…
普
通
預
金

３
０
４
７
７
５
７

口
座
名
…
災
害
発
生
に
係
る
義
援
金

※
広
島
銀
行
の
本
支
店
か
ら
の
振
込
に
限
り
振
込
手
数
料
は
無
料
。

こ
の
ほ
か
に
も
口
座
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、各
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

こ
の
義
援
金
は
、税
法
上
の
優
遇
措
置（
特
定
寄
附
控
除
）の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

会
計
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
８

給水隊を丹波市へ派遣（８／１８道の駅但馬のまほろば）

丹波市・福知山市へ職員を派遣（８／２０朝来市役所）
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申請はお済みですか？ ２つの給付金

平成２６年４月からの消費税率の引き上げに伴って、暫定的・臨時的な措

置として「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」を給付してい

ます。

市では、対象と思われる皆さんには申請書を送付しておりますが、まだ

申請をされていない人は、期限内に申請してください。

なお、対象だと思われるのに申請書が届いていない場合は、それぞれの

担当課にご連絡ください。

サラ・カニンガムさん
出 身 アメリカ・オレゴン州

勤務先 大蔵・枚田・竹田・中川小学校

趣 味 ベースギターを弾くこと、ヨ

ガ、料理

ひと言 子どもたちに英語を教えるの

が大好きです。楽しく一緒に勉強しま

しょう。

サビーナ・ササクラさん
出 身 カナダ・ブリティッシュコロンビア州

勤務先 梁瀬中学校、梁瀬小学校

趣 味 ガーデニング、ジオキャッシ

ング、料理、ランニング

ひと言 以前にも生野中学校で英語指

導の経験があります。心をひとつに助

け合いながら学びましょう。

新しい英語指導助手を紹介します

申請期限は１０月１日（水）です

広報６月号とともに配布した

チラシもご覧ください

「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」

【臨時福祉給付金】
■対象者

平成２６年度分の住民税が課税されていない人

※住民税が課税されている人の被扶養者、生活保護

の受給者は除く。

■給付額

対象者１人につき１万円

※老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金、児童

扶養手当、特別障害者手当等の受給者は５千円の

加算。

■申請先

市役所西館社会福祉課または各支所地域振興課

■提出書類

申請書、振込先の金融機関の通帳の写し（金融機関

名、口座番号、口座名義人（カナ）がわかる書類）、本

人確認書類（運転免許証、住民基本台帳カード、健康

保険証等）

■申請期限

１０月１日（水）まで

■問い合わせ先

社会福祉課＜臨時福祉給付金専用ダイヤル＞

☎６７２－４４６６

【 子育て世帯臨時特例給付金】
■対象者

平成２６年１月分の児童手当（特例給付を含む）の

受給者で、かつ、平成２５年の所得が児童手当の所

得制限限度額未満の人。

■対象児童

対象者の平成２６年１月分の児童手当（特例給付を

含む）の対象となる児童。

※臨時福祉給付金の対象となる児童、生活保護の受

給者となっている児童は除く。

■給付額

対象児童１人につき１万円

■申請先

市役所西館市民課または各支所地域振興課

■提出書類

申請書、振込先の金融機関の通帳の写し（金融機関

名、口座番号、口座名義人（カナ）がわかる書類）、本

人確認書類（運転免許証、住民基本台帳カード、健康

保険証等）

■申請期限

１０月１日（水）まで

■問い合わせ先 市民課 ☎６７２－６１２０
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①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
祭
に
出
演
す
る
演
奏
家
の
皆
さ
ん

が
そ
ろ
い
、ク
ラ
シ
ッ
ク
や
邦
楽
、オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。（
８
月
３
日
、

あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ
り
ホ
ー
ル
）

②
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

「
感
受
性
の
畑
を
耕
そ
う
」と
題
し
て
、

直
木
賞
作
家
の
志
茂
田
景
樹
さ
ん
に
よ
る

し

も

だ

か

げ

き

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
、講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（
８
月
５
日
、和
田
山
ジ
ュ
ピ

タ
ー
ホ
ー
ル
）

③
梁
瀬
金
管
バ
ン
ド
へ
の
指
導

演
奏
家
の
皆
さ
ん
が
、梁
瀬
金
管
バ
ン

ド
の
子
ど
も
た
ち

人
へ
、指
導
を
行
っ
た

１７

ほ
か
、合
同
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。（
８
月

７
日
、和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
）

④
星
と
風
の
コ
ン
サ
ー
ト

陳
曼
麗
さ
ん
に
よ
る
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ

チ
ェ
ン
マ
ン
リ
ー

二に

胡（
写
真
）を
は
じ
め
、尺
八
、琴
の
演
奏

こ

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
８
月
６
日
、

よ
ふ
ど
温
泉
）

⑤
水
墨
画
で
描
く
竹
田
城
跡

画
家
の
平
位

ひ

ら

い

紘
一
さ
ん（
土
田
区
）が
、

こ

う

い

ち

国
際
音
楽
祭
の
音
楽
監
督
で
あ
る
山
内

や

ま

う

ち

達
哉
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲「
天
空
之
城

た

つ

や

～
竹
田
城
跡
～
」に
あ
わ
せ
、即
興
で
竹
田

城
跡
を
描
き
上
げ
ま
し
た
。（
８
月
４
日
、

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
）

⑥
お
経
と
の
コ
ラ
ボ

観
音
寺（
竹
田
下
町
区
）で
は
、昨
年
に

続
き
、副
住
職
の
齊
藤
祥
延
さ
ん
に
よ
る

さ

い

と

う
し
ょ
う
え
ん

般
若
心
経
と
音
楽
と
の
コ
ラ
ボ
が
行
わ
れ

は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う

ま
し
た
。（
８
月
５
日
、観
音
寺
）

⑦
親
子
の
た
め
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

竹
田
劇
場（
栄
町
区
）で
は
、親
子
を
対

象
に
歌
な
ど
を
披
露
す
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
ち
ら
で
も
志
茂

田
景
樹
さ
ん
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
８
月
４
日
、竹
田
劇
場
）

⑧
訪
問
コ
ン
サ
ー
ト

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
気
軽
に
音
楽
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、訪
問
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
８
月
６
日
、旧
生
野
鉱
山

職
員
宿
舎（
甲
社
宅
）志
村
喬
記
念
館
）

※ファイナルコンサート中止に伴う払い戻しについて…お手持ちの「オープニングコンサートおよびファイナルコンサートの共通チケット」につきま
して、チケットと引き換えで返金を受け付けます。（返金額５００円）【受付】…和田山ジュピターホールで９月１５日（月）まで

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ

国
際
音
楽
祭
２
０
１
４

第１０回

市市とＡＳＡＧＯ国際音楽祭２０１４実行委員会は市とＡＳＡＧＯ国際音楽祭２０１４実行委員会は、、
８月３日から９日にかけて、「ＡＳＡＧＯ国際音８月３日から９日にかけて、「ＡＳＡＧＯ国際音楽楽
祭２０１４」を開催しました祭２０１４」を開催しました。。
今年のテーマは今年のテーマは「「歓喜～天空にとどろく喜びの歓喜～天空にとどろく喜びの歌歌
～」。台風接近の影響で９日のファイナルコンサート～」。台風接近の影響で９日のファイナルコンサートはは
中止となりましたが、それでも市内各地では、コンサー中止となりましたが、それでも市内各地では、コンサートト
やイベントが繰り広げられ、期間中、多くの市民の皆やイベントが繰り広げられ、期間中、多くの市民の皆ささ
んが音楽に親しみましたんが音楽に親しみました。。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑧ ⑦
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ちゃすりん賞
臆 牡桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

朝来市の名声を高め、市民に勇気や感動を与

えたとして、朝来市まちづくり功績者表彰

“ちゃすりん賞”を、８月２８日、個人と団体あわ

せて７組の皆さんへ贈りました。

◎梁瀬中学校女子バスケットボール部

◇第５８回兵庫県中学校総合体育大会バスケットボール大会

女子の部で準優勝

◇第６３回近畿中学校総合体育大会バスケットボール大会女

子の部で第３位

◇平成２６年度第４４回全国中学校バスケットボール大会

に出場

◎和田山中学校男子ソフトテニス部団体

◇平成２６年度第５８回兵庫県中学校総合体育大会ソフト

テニス大会（団体）で優勝

◎平山将大さん（福知山成美高１年・寺内区）
ひ ら や まし ょ う た

◇全日本スキー連盟Ｂ級公認２０１４ハチ北カップモーグル大会兼

第７回兵庫県選手権大会フリースタイルモーグル競技で優勝

◇全日本スキー連盟Ａ級公認第７回西日本スキー選手権フ

リースタイル競技のモーグル種目で第３位

◇ＪＯＣジュニアオリンピックカップ２０１４全日本ジュニアスキー

選手権大会９位

◇第３４回全日本スキー選手権大会に出場

◎和田山中学校女子ソフトテニス部個人

古屋沙也加さん（３年・旭町区）
ふ る や さ や か

津本美衣さん（２年・竹田下町区）
つ も と み え

◇平成２６年度第５８回兵庫県中学校総合体育大会ソフトテ

ニス大会（個人）で優勝、（団体）で第３位

津本さん古屋さん（和田山中女子ソフトテニス部）

◇平成２６年度第６３回近畿中学校総合体育大会ソフトテニス

大会（個人）で準優勝

◇平成２６年度第４５回全国中学校総合体育大会ソフトテニ

ス大会（個人）に出場

◎生野ジュニアソフトテニスクラブ

浅見今日子さん（生野小６年・生野２区）
あ さ み き ょ う こ

松岡琴美さん（生野小４年・小田和区）
ま つ お か こ と み

◇兵庫県ソフトテニス連盟第３２回兵庫県小学生選手権大会

女子の部で優勝

◇第２２回近畿小学生選手権ソフトテニス大会で優勝

◇平成２６年度第３１回全日本小学生ソフトテニス選手権大会

で３位

◎和田山ジュニアソフトテニスクラブ

服部綾乃さん（中川小６年・桑市区）
は っ と り あ や の

片岡美紗希さん（東河小６・弥生が丘１区）
か た お か み さ き

◇兵庫県ソフトテニス連盟第３２回兵庫県小学生選手権大会

女子の部で３位

◇平成２６年度第３１回全日本小学生ソフトテニス選手権大会

で５位

◎本條雪華さん（大蔵小３年・土田区）
ほ ん じ ょ う せ つ か

◇平成２６年度第４７回兵庫県空手道選手権大会小学校３

年生女子形の部で準優勝

◇第１４回全日本少年少女空手道選手権大会形競技に出場

片岡さん服部さん（和田山ジュニアソフトテニスクラブ）

松岡さん浅見さん（生野ジュニアソフトテニスクラブ）

平山将大さん（モーグル）

本條雪華さん（空手道）

梁瀬中学校女子バスケットボール部

和田山中学校男子ソフトテニス部
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晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

朝
来
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊（
あ
さ
こ
い
ひ
と
）は
、８
月
２
日
、

Ｊ
Ｒ
竹
田
駅
前
広
場
で「
あ
さ
ご
は
ん
の
会

竹
田
」を
開
き
ま
し
た
。

in

今
年
の
４
月
に
発
足
し
た
同
隊
で
は
６
人
の
隊
員
が「
朝
が
来
る
の

が
楽
し
み
な
ま
ち
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。そ
の
な
か
で
、
地
域
内
外
の
皆
さ
ん
に
食
卓
を
囲
み
交
流
を

深
め
る「
楽
し
い
朝
」を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、今
回

の
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

当
日
は
、隊
員
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、家
族
連
れ
や
観
光
客
の

皆
さ
ん
な
ど
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。生
野
地
域
な
ど
で「
だ

ん
じ
」と
呼
ば
れ
て
い
る
イ
タ
ド
リ
を
使
っ
た
料
理
や
、鹿
肉
の
甘
露
煮
、

漬
物
、さ
ん
し
ょ
う
ご
は
ん
な
ど
、

種
類
を
こ
え
る
料
理
が
持
ち
寄
ら

１０

れ
、参
加
し
た
皆
さ
ん
は
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
味
わ
い
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
は
生
野
で
９
月

日
で
す
。そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、

２３

広
報
朝
来
の「
あ
さ
こ
い
ひ
と
便
り
」
、「
あ
さ
こ
い
ひ
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

（h
ttp
://a
sa
k
o
ih
ito
.jim
d
o
.co
m
/

）な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ「
あ
さ
こ
い
ひ
と
便
り
」に
関
連
記
事
）

「
あ
さ
ご
は
ん
の
会
」を
開
催

朝
来
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
た
料
理
を
選

ぶ
、参
加
し
た
皆
さ
ん
。

美
味
し
い
料
理
、楽
し
い
雰
囲
気
に

会
話
も
は
ず
み
ま
し
た
。

夏
祭
り和田山夏まつ和田山夏まつりり

和田山地蔵和田山地蔵祭祭

生生野夏物生野夏物語語

今
年
も
市
内
各
地
域
で
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

山山東夏祭山東夏祭りりあ
さ
ご
夏
祭

あ
さ
ご
夏
祭
りり
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市
は
、８
月
７
日
、竹
田
城
跡
内
に

設
置
し
て
い
る
見
学
通
路
を
一
部
変

更
し
ま
し
た
。

今
回
変
更
し
た
の
は
南
千
畳
と
二

の
丸
の
部
分
で
、他
の
通
路
部
分
と
異

な
り
シ
ー
ト
が
敷
か
れ
て
お
ら
ず
、観

光
客
が
直
接
地
表
面
を
歩
く
こ
と
か

ら
痛
み
が
進
み
、ま
た
雨
天
時
は
、遺

構
を
保
護
す
る
た
め
立
ち
入
り
を
規

制
し
て
い
ま
し
た
。

変
更
後
は
、南
千
畳
で
は
シ
ー
ト
を

敷
い
た
見
学
通
路
を
設
け
、二
の
丸
で

は
滞
留
場
所
を
半
分
ほ
ど
と
し
同
じ

く
シ
ー
ト
を
設
置
。自
由
に
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
の
面
積
は
減
少
す

る
も
の
の
、雨
天
時
に
も
閉
鎖
す
る
こ

と
な
く
見
学
が
可
能
に
な
る
ほ
か
、遺

構
の
保
護
に
も
役
立
ち
ま
す
。

田
城
跡
の
見
学
通
路
を
一
部
変
更

竹竹竹

見学場所にシートを敷設（二の丸）

市
は
、現
在
、竹
田
城
跡
へ
工
事
資

材
を
運
搬
す
る
た
め
の
モ
ノ
レ
ー
ル

の
設
置
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、今
後
、城
跡
内
で
実
施
す

る
予
定
の
各
種
工
事
の
資
材
運
搬
が

目
的
。天
候
に
関
係
な
く
、安
全
に
安

定
し
て
資
材
を
運
べ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
か
ら
、事
業
費
の
抑
制
や
工
期

の
短
縮
に
つ
な
が
る
ほ
か
、城
跡
へ

の
観
光
客
の
登
城
を
規
制
す
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

工
事
は
８
月
か
ら
始
ま
り

月
末

１０

ま
で
の
予
定
で
、中
腹
駐
車
場
か
ら
花

屋
敷
の
間
に
、延
長
約
２
４
０
㍍
に
わ

た
っ
て
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
、無
人
で
運

行
す
る
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
動
力
車
で
、

資
材
を
運
搬
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

史跡に影響を与えないように設置します（花屋敷）

跡
内
で
の
工
事
の
効
率
向
上
を
目
的
に
資
材
運
搬
用
モ
ノ
レ
ー
ル
設
置

城城城

広報朝朝朝来来来 10

竹
田
城
の
最
大
の
魅
力
と
は
、

何
と
い
っ
て
も
山
頂
主
郭
部
に
築

し

ゅ

か

く

か
れ
た
石
垣
遺
構
で
し
ょ
う
。し
か

し
竹
田
城
の
魅
力
は
こ
の
石
垣
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。山
頂
部
か

ら
延
び
る
尾
根
や
山
腹
に
築
か
れ

た
小
規
模
な
曲
輪（
く
る
わ
）群
や

井
戸
遺
構
、さ
ら
に
は
戦
国
期
に

つ
く
ら
れ
た
竪
堀（
た
て
ぼ
り
）遺

構
や
、豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
朝
鮮
半

島
南
部
を
中
心
に
築
か
れ
た「
倭

城（
わ
じ
ょ
う
）」の
築
城
形
態
に
な

ら
っ
た
大
竪
堀
や
登
り
石
垣
な
ど

…
。こ
れ
ら
の
遺
構
が
山
頂
主
郭

部
の
石
垣
遺
構
と
関
連
し
あ
っ
て
、

竹
田
城
の
本
質
的
価
値
を
引
き
出

し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
竹
田
城
遺
構
群
は
す

で
に
何
度
も
紹
介
し
て
い
る「
縄
張

り
図
」で
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
地
を
歩
き
な
が
ら
記
録
し
た
も

の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
正
確
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
ら

の
遺
構
群
の
位
置
を
正
確
に
把
握

す
る
手
法
と
し
て
、今
回
紹
介
す

る
赤
色
立
体
地
図
が
あ
り
ま
す
。

赤
色
立
体
地
図
と
は
、航
空
機

に
取
り
付
け
ら
れ
た
レ
ー
ザ
ー
計

測
機
器
に
よ
っ
て
取
得
し
た
三
次

元
の
デ
ー
タ
か
ら
、樹
木
・
地
物
・

地
盤
等
を
分
類
処
理
し
、正
確
な

グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
を
作
成
し
ま

す
。さ
ら
に
、こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

デ
ー
タ
か
ら
求
め
た
斜
度
に
応
じ

て
赤
い
色
付
け
が
行
わ
れ
、尾
根

や
平
坦
面
ほ
ど
よ
り
明
る
く
、谷

底
ほ
ど
よ
り
暗
く
な
る
よ
う
に
調

整
さ
れ
た
画
像
で
す
。こ
れ
に
よ
っ

て
、斜
度
の
急
な
竪
堀
や
谷
部
な

ど
は
赤
色
が
強
く
暗
く
な
り
、逆

に
曲
輪
な
ど
の
平
坦
部
で
は
白
く

表
わ
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、赤
色
立
体
地
図
に

よ
っ
て
表
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

地
形
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。今
ま
で

の
縄
張
り
図
よ
り
も
正
確
な
遺
構

の
配
置
と
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
遺
構
の
存
在
が
わ
か
り
ま

す
。

竹竹田城を探る新たな手法竹田城を探る新たな手法

～赤色立体地図の活用～赤色立体地図の活用～～

第82回



赤色立体地図に表されたさまざまな地形

切
な
城
跡
内
で
の
樹
木
管
理
を
進
め
ま
す

適適適７
月

日
、兵
庫
県
み
ど
り
の
ヘ
リ

２７

テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
会
は
、竹
田
城
跡

で「
城
と
樹
木
の
管
理
に
つ
い
て
の
研
修

会
」と
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

市
は
、竹
田
城
跡
内
の
樹
木
等
の
管

理
に
つ
い
て
、文
化
財
の
保
存
に
も
関
連

す
る
重
要
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、城
跡

内
の
樹
木
等
の
管
理
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
、同
会
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、同
会
の
会
員
や
県
・
市
の
関

係
者
な
ど
約

人
が
参
加
、城
跡
に
残

１５

る
樹
木
に
つ
い
て
樹
勢
な
ど
が
診
断
さ
れ

た
ほ
か
、サ
ク
ラ
の
種
か
ら
苗
木
が
育
っ
て

い
る
状
況
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

城
跡
内
の
樹
木
に
は
番
号
が
付
け
ら

れ
て
お
り
定
期
的
な
調
査
が
進
め
ら
れ
る

な
ど
、今
後
も
城
跡
で
の
適
切
な
樹
木
管

理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

城跡内で樹木調査を行う会員の皆さん

市
の
国
際
交
流
員
で
あ
る
ヴ
ァ
ン
デ
ン

ド
リ
ッ
シ
ュ
ー
・
ポ
リ
ー
ヌ
さ
ん
が
、８
月

２
日
、但
馬
長
寿
の
郷（
養
父
市
）で
開

か
れ
た「
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
学
」で
、

講
師
と
し
て
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。

同
大
学
は
、新
し
い
但
馬
づ
く
り
を
担

う
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、但
馬
の
自

然
・
歴
史
・
文
化
・
人
物
な
ど
の
分
野
で
但

馬
を
再
発
見
し
、地
域
へ
の
誇
り
を
高
め

よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、「
但
馬
に
来
た
フ
ラ
ン
ス
人

の
お
話
」と
題
し
て
講
演
。フ
ラ
ン
ス
の
文

化
や
日
本
と
の
違
い
、自
身
が
朝
来
市
で

現
在
進
め
て
い
る
取
り
組
み
、生
野
銀
山

や
ム
ー
セ
旧
居
な
ど
市
内
に
残
さ
れ
た

近
代
化
遺
産
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
関
わ
り
な

ど
に
つ
い
て
、約
１
０
０
人
の
受
講
生
を

前
に
紹
介
し
ま
し
た
。

来
で
の
活
動
と
フ
ラ
ン
ス
文
化
な
ど
を
紹
介

朝朝朝

講演するポリーヌさん
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例
え
ば
、山
頂
主
郭
部
と
山
麓

居
館
と
の
間
に
あ
る
尾
根
上
に
は
、

多
く
の
小
規
模
な
曲
輪
が
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。ま
た
、主

郭
部
を
中
心
に
し
た
山
腹
に
は
た

く
さ
ん
の
道
の
存
在
が
確
認
で
き

ま
す
。花
屋
敷
・
北
千
畳
・
南
千
畳

曲
輪
の
虎
口（
こ
ぐ
ち
）か
ら
延
び

る
曲
輪
間
の
連
絡
通
路
、
ま
た
山

腹
に
存
在
す
る
井
戸
遺
構
か
ら
主

郭
部
に
至
る
道
遺
構
、さ
ら
に
は

山
腹
に
あ
る
石
取
り
場
や
岩
盤
の

露
頭
か
ら
山
頂
主
郭
部
に
つ
な
が

る
道
遺
構（
石
材
を
引
き
上
げ
た

「
石
引
き
道
」で
し
ょ
う
か
）、ま
た

山
麓
の
居
館
か
ら
つ
な
が
る「
大

手

道
」も

明

確
に
わ
か
り

ま
す
。

竹
田
城
に

使
用
さ
れ
た

石
垣
の
石
材

は
、
地
元
で
は

通

称
「
加

都

石
（
か

つ

い

し
）
」と
呼
ば

れ

て

い

る

花
崗
岩
。こ
の

か

こ

う

が

ん

石
垣
を
積
む

た
め
加
都
か

ら
竹
田
城
へ

供
給
さ
れ
、そ
れ
に
駆
り
出
さ
れ

た
農
民
は
田
の
耕
作
も
で
き
ず
、

そ
の
結
果
「
加
都
田
ん
ぼ
に
松
が

生
え
た
」
と
の
伝
承
も
残
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
伝
承
を
科
学
的

に
検
証
す
る
一
つ
の
手
法
と
し
て
、

こ
の
赤
色
立
体
地
図
の
活
用
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
地
図
に
表
わ
さ
れ
た
地
形

を
さ
ら
に
現
地
で
確
認
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、竹
田
城
の
歴
史
の
再

認
識
と
竹
田
城
の
本
質
的
価
値
が
、

よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）



８
月
４
日
、朝
来
市
交
通
安
全
協

会
は
、立
脇
の
慰
霊
碑
前
で「
交
通
事

故
死
者
慰
霊
祭
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
慰
霊
碑
は
、
昭
和

年
に
建
て

３７

ら
れ
た
も
の
。こ
れ
ま
で
に
生
野
・
朝
来

地
域
で
交
通
事
故
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ

た
１
４
４
人
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、関
係
者
ら

人
が
出
席
、

１５

慰
霊
碑
へ
向
か
い
黙
と
う
や
献
花
な
ど

を
行
っ
た
ほ
か
、同
協
会
の
衣
川
義
弘

き

ぬ

が

わ
よ

し

ひ

ろ

会
長
が
、「
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者

を
無
く
す
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。」

と
、今
後
の
さ
ら
な
る
交
通
安
全
を
誓

い
ま
し
た
。

慰慰
霊
祭
を
開
催

朝
来
市
交
通
安
全
協

慰
霊
祭
を
開
催

朝
来
市
交
通
安
全
協
会会

交通安全への誓いを新たに
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違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

今
年
も
市
内
の
４
中
学
校
の
生
徒

た
ち
が
、交
流
を
目
的
に
、市
内
の
各

交
流
協
会
か
ら
の
支
援
を
受
け
、ア
メ

リ
カ
や
カ
ナ
ダ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

７
月

日
か
ら
８
月
７
日
ま
で
の

３１

期
間
、梁
瀬
・
生
野
・
和
田
山
中
の
生

徒

人
と
引
率
７
人
の
あ
わ
せ
て

２４

３１

人
の
皆
さ
ん
が
、ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン

州
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
、ニ
ュ
ー
バ
ー

グ
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

現
地
で
は
、梁
瀬
・
生
野
中
が
交
流

を
続
け
て
い
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
マ
ウ

ン
ト
テ
ー
バ
ー
中
学
校
で
英
会
話
実

地
研
修
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、交
流
会

に
も
参
加
、滞
在
中
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
宅
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
な
ど
、異

な
る
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、一
行
の
う
ち
和
田
山
中
の
生

徒
ら

人
は
、ニ
ュ
ー
バ
ー
グ
市
を
訪

１６

問
、姉
妹
校
で
あ
る
シ
ャ
ヘ
イ
ラ
ム
バ

マウントテーバー中での全体交流会（アメリカ・ポートランド市）

現地の子どもたちへ日本の文化を紹介（カナダ・パース町）

レ
ー
中
学
校
で
の
英
語
学
習
や
自
然

体
験
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

一
方
、８
月

日
か
ら

日
ま
で
の

１８

２５

期
間
、生
徒

人
と
引
率
３
人
の
あ

１１

わ
せ
て

人
の「
朝
来
中
学
生
カ
ナ

１４

ダ
・
パ
ー
ス
町
友
好
訪
問
団
」が
、カ
ナ

ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
パ
ー
ス
町
な
ど

を
訪
問
し
ま
し
た
。

期
間
中
、一
行
は
パ
ー
ス
町
役
場

を
表
敬
訪
問
し
た
ほ
か
、子
ど
も
た

ち
に
書
道
や
折
り
紙
な
ど
日
本
の
文

化
を
紹
介
し
た
り
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
し
た
り
す
る
な
ど
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

ま
た
、パ
ー
ス
町
の
特
産
品
で
あ
る

メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の
工
場
を
見
学
し

た
ほ
か
、カ
ナ
ダ
の
首
都
・
オ
タ
ワ
で
は

国
会
議
事
堂
や
自
然
博
物
館
の
視
察

な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

途途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
役
立
て
ら
れ
ま

途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
役
立
て
ら
れ
ま
すす

８
月
４
日
、和
田
山
中
学
校
生
徒

会
は
、校
内
活
動
で
集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と
空
き
缶
の
プ
ル
タ
ブ
を
、

朝
来
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し

ま
し
た
。

同
校
生
徒
会
で
は
、約

年
前
か
ら

１０

収
集
活
動
を
継
続
し
、毎
年
、
社
協
へ

寄
付
を
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も
校
内

に
回
収
箱
を
設
置
し
、約
４
５
０
人
の

全
校
生
徒
に
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
ま
で
に
、キ
ャ
ッ
プ
約
３
万
８

千
６
０
０
個
、
プ
ル
タ
ブ
約
８
万
４

千
６
０
０
個
が
集
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

生
徒
会
長
の
前
田
美
潤
さ
ん（
枚
田

ま

え

だ

み

う

る

区
）、副
会
長
の
田
中
勢
也
さ
ん（
駅
北

た

な

か

せ

い

や

区
）、
垣
尾
咲
穂
さ
ん（
野
村
区
）が
、

か

き

お

さ

ほ

社
協
和
田
山
支
所
を
訪
問
、社
協
の

職
員
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

回収したキャップとプルタブを手渡す生徒会の皆さん

市
内
４
中
学
の
生
徒
が
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
を
訪

市
内
４
中
学
の
生
徒
が
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
を
訪
問問
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皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。 秘書広報課 ☎672-611３

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

８
月

日
、演
歌
歌
手
の
多
岐
川

た

き

が

わ

２５

舞
子
さ
ん
が
、竹
田
城
跡
を
モ
チ
ー

ま

い

こ

フ
に
し
た
新
曲「
霧
の

き
り

城
」の
Ｐ
Ｒ
で

し
ろ

朝
来
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

多
岐
川
さ
ん
は
、
京
都
府
南
丹
市

の
出
身
、平
成
元
年
の
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、

美
し
い
歌
声
で
人
気
の
演
歌
歌
手
で

す
。「霧

の
城
」は
９
月
３
日
の
発
売
で
、

多
岐
川
さ
ん
は
、「
朝
来
市
の
皆
さ
ん

に
ぜ
ひ
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
曲
を

通
じ
て
竹
田
城
跡
を
全
国
へ
ア
ピ
ー

ル
で
き
れ
ば
。」と
意
気
込
み
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

演演
歌
歌
手
の
多
岐
川
舞
子
さ
ん

新
曲「
霧
の
城
」を
Ｐ

演
歌
歌
手
の
多
岐
川
舞
子
さ
ん

新
曲「
霧
の
城
」を
Ｐ
ＲＲ

新
曲
Ｐ
Ｒ
に
訪
れ
た
多
岐
川
さ
ん（
左
）と
、多
次
市
長

平成２６年９月平成２６年９月号号13

な
お
、次
回
の
観
察
会
は

月
４
日
の

１０

開
催
で
す
。詳
し
く
は
、埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー［
☎（
６
７
０
）７
３
３
０
］ま
で
。

国
特
別
天
然
記
念
物
・
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
研
究
施
設
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
ハ
ン
ザ
キ
研
究
所（
生
野
町
黒

川
）は
、８
月

日
、「
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｊ
Ａ

２３

Ｐ
Ａ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
夜
間
観
察
会
を
、黒
川

自
然
公
園
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、市
内
外
か
ら
約

人
が
参

５０

加
、同
研
究
所
副
理
事
長
で
鳥
取
大
学

研
究
員
の
岡
田
純
さ
ん
か
ら
オ
オ
サ
ン

お

か

だ

す
み
お

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
や
こ
れ
ま
で
の
研
究
に

つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
２
班
に
分
か
れ
、生
息
地
で
あ

る
市
川
で
、研
究
員
が
捕
獲
し
た
個
体
の

調
査
風
景
を
観
察
し
ま
し
た
。

オオ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
夜
間
観
察
会
を
開
催
日
本
ハ
ン
ザ
キ
研
究

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
夜
間
観
察
会
を
開
催
日
本
ハ
ン
ザ
キ
研
究
所所参加者は間近のオオサンショウウオに興味深く見入りました

「「
紙
す
き
に
挑
戦
」
古
代
あ
さ
ご
館
で
体
験
教

「
紙
す
き
に
挑
戦
」
古
代
あ
さ
ご
館
で
体
験
教
室室

８
月
９
日
、市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
は
、「
た
の
し
い
紙
す
き
体
験
」を

古
代
あ
さ
ご
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、「
夏
休
み
子
ど
も
向

け
教
室
」と
し
て
毎
年
内
容
を
変
え
て

実
施
し
て
い
る
も
の
。今
年
は
、牛
乳

パ
ッ
ク
や
コ
ウ
ゾ
な
ど
を
使
っ
て
の
紙

す
き
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
連
れ
な
ど
約

人
１０

の
皆
さ
ん
は
、職
員
か
ら
の
説
明
を
受

け
、ハ
ガ
キ
ほ
ど
の
大
き
さ
の
紙
を
す

き
、色
紙
で
作
っ
た
飾
り
や
モ
ミ
ジ
の

葉
な
ど
を
あ
し
ら
い
仕
上
げ
て
い
き
ま

し
た
。

日
、こ
の
制
度
を
活
用
し
た「
イ
ン
ド
・
ネ

パ
ー
ル
料
理

Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｎ
Ａ（
ク
リ

シ
ュ
ナ
）」が
、元
津
に
開
店
し
ま
し
た
。

こ
の
店
は
、神
河
町
で
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー

ル
料
理
の
店
を
開
く
、ネ
パ
ー
ル
出
身
の
ア

デ
ィ
カ
リ
・
ヤ
ム
・
バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
さ
ん
が
、

国
道
３
１
２
号
線
沿
い
の
空
き
店
舗
に

出
店
し
た
も
の
。バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
さ
ん
の
親

族
に
あ
た
る
ア
デ
ィ
カ
リ
・
チ
ャ
タ
リ
・
ス
マ

ナ
さ
ん
が
店
長
で
、本
場
の
味
わ
い
を
い
か

し
た
野
菜
や
チ
キ
ン
、シ
ー
フ
ー
ド
な
ど
の

カ
レ
ー
や
ス
ー
プ
カ
レ
ー
が
味
わ
え
ま
す
。

今
回
の
開
店
で
、制
度
を
活
用
し
た
店

舗
は
合
計

店
と
な
り
ま
し
た
。

１１

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、経
済
振
興

課［
☎（
６
７
２
）２
８
１
６
］ま
で
。

市
内
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
お
店

と
し
て
新
し
く
開
店
し
よ
う
と
す
る
人

を
対
象
に
、市
と
市
商
工
会
が
補
助
を

行
う「
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
」。７
月
２３

にに
ぎ
わ
い
創
出
事
業
で
朝
来
に
新
店

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
で
朝
来
に
新
店
舗舗

作業に取り組む皆さん

スマナさん（左）とスタッフの皆さん
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平
成

年
１
月
か
ら
、

２７

特
定
疾
患
・
小
児
慢
性
特

定
疾
病
の
医
療
費
助
成
の

制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

既
に
医
療
受
給
者
証
等

を
お
持
ち
で
、平
成

年
１

２７

月
以
降
も
受
給
者
証
の
交

付
を
希
望
す
る
場
合
は
、手

続
き
が
必
要
で
す
。

《
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
》

▽
対
象

既
に
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
を
お
持
ち
で
、平
成

年
１
月
１
日
以
降
も
引

２７き
続
き
受
給
者
証
の
交
付

を
希
望
す
る
人
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等

①
医
師
の
診
断
書
は
、こ
れ

ま
で
と
同
じ
様
式
で
す
。

②
更
新
手
続
き
に
必
要
な

書
類
は
、各
受
給
者
宛
に

郵
送
し
ま
す
。平
成

年
２６

月

日
ま
で
の
受
給
者

１２

３１

証
や
、更
新
手
続
き
に
必

要
な
書
類
が
、９
月
末
ま
で

に
届
か
な
い
場
合
は
、必
ず

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
》

▽
対
象

平
成

年

月

日
ま

２６

１２

３１

で
の
有
効
期
間
の
小
児
慢

性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券

を
お
持
ち
で
、平
成

年
１

２７

月
１
日
以
降
も
引
き
続
き

受
給
者
証
の
交
付
を
希
望

す
る
、平
成

年
１
月
１
日

２７

時
点
で
満

歳
未
満
の
人
。

２０

▽
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等

更
新
手
続
き
に
必
要
な

書
類
等
は
、９
月
末
ま
で
に
、

各
受
給
者
宛
に
郵
送
し
ま

す
。（
今
回
の
申
請
に
限
り
、

医
師
が
記
載
す
る
医
療
意

見
書
は
省
略
可
）

更
新
手
続
き
に
つ
い
て
の

案
内
が
９
月
末
時
点
で
も

届
か
な
い
場
合
は
、必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

《
受
付
予
定
期
間
》

月
上
旬
～

月
下
旬

１０

１２

《
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
》

兵
庫
県
朝
来
健
康
福
祉
事
務
所

地
域
保
健
課

☎（
６
７
２
）６
８
６
７

神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡

支
局
は
、休
日
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

▽
日
時月

５
日

、①
公
開

１０

（日）

講
座
・
午
後
１
時
～
２
時

②
各
種
相
談
・
午
後
２
時

～
４
時

▽
会
場

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
豊
岡

市
大
手
町
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

▽
内
容

【
第
１
部
】
公
証
人
に
よ
る

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

第三者（自分以外の人）が原因となったケガや病気

についても、届出によって国民健康保険で治療を受ける

ことができます。ただし、加害者から既に治療費を受け

取っている場合は、給付対象にはなりません。

◎第三者行為とは 第三者行為として、最も代表的な

事例が交通事故です。他人の飼い犬に噛まれた場合や

ゴルフボールを当てられた場合なども該当します。

◎医療費は加害者が負担 第三者の行為によって医

療機関を受診した場合は、第三者がその医療費等を

負担することになります。

◎国民健康保険を使った場合 届出をいただき、国民

健康保険を使用した場合には、かかった医療費のうち、

《第三者行為の届出につい《第三者行為の届出についてて》》第第98第98回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先
市民課☎６７２－６１２０ 生野支所地域振興課☎６７９－２２４０
山東支所地域振興課☎６７６－２０８０ 朝来支所地域振興課☎６７７－１１６５

第三者が負担すべき医療費分を市が後から第三者に

請求します。

◎示談をする前に 被害者と加害者の話し合いがつい

て示談が成立してしまうと、その示談の内容が優先され

るため、国民健康保険で立て替えた医療費を加害者

側に請求できなくなることがありますので、示談は慎重

に行ってください。示談をする場合は、事前にご連絡いた

だくとともに、示談成立の場合は、速やかに示談書の写

しを提出してください。

◎提出していただく書類 第三者行為による傷病届、事

故発生状況報告書、念書、誓約書（相手方の記入・押印

が必要）、交通事故証明書、示談書（示談成立時のみ）

法
務
局
休
日
相
談
所

＝朝来市交通安全対策協議会＝

全国秋の交通安全運動
スローガン やさしさと 笑顔で走る 兵庫の道
運動の基本 子どもと高齢者の交通事故防止

◎夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止 ◎飲酒運転の根絶
◎すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の設置 ◎早めのライト点灯の推進

期 間 ９月２１日（日）～３０日（火）

特
定
疾
患
・
小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
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公
開
講
座「
遺
言
と
任
意

後
見
」

【
第
２
部
】
各
種
相
談

遺
言
、公
正
証
書
、不
動

産
・
会
社
法
人
の
登
記
、土

地
の
境
界
、測
量
、人
権
問

題
、供
託
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、公
証
人
、司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、人
権

擁
護
委
員
、法
務
局
登
記

官
等
の
各
分
野
の
専
門
家
が

個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
定
員人

程
度（
先
着
順
）

３０
※
事
前
の
申
込
み
は
不
要

で
す
、直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費
・
相
談
料

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡
支
局
総
務
係

☎
０
７
９
６（

）０
４
１
７

２３

県
は
、但

馬（
円

山

川

等
）地
域
総
合
治
水
推
進

計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ

て
、学
識
経
験
者
、行
政
関

係
者
、県
民
の
皆
さ
ん
か
ら

広
く
意
見
を
聞
く
た
め
の

協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時月

９
日

、午
前

１０

（木）

１０

時
～
正
午

▽
会
場

兵
庫
県
豊
岡
総
合
庁
舎

４
階
４
０
１
会
議
室（
豊

岡
市
幸
町
）

※
協
議
会
は
公
開
で
開
催

し

人
程
度
の
傍
聴
が
可

１０
能
で
す

▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
豊
岡
土
木
事
務
所

企
画
調
整
担
当

☎
０
７
９
６（

）３
７
３
４

２６

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法

を
ご
存
知
で
す
か
。

米
、米
加
工
品
を
、①
取

引
、②
事
業
者
間
の
移
動
、

③
廃
棄
を
行
っ
た
場
合
な
ど

に
は
、そ
の
記
録
を
作
成
し
、

保
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

米
、米
加
工
品
を
事
業

者
へ
譲
り
渡
す
場
合
に
は
、

伝
票
等
ま
た
は
商
品
の
包

装
容
器
へ
の
記
載
に
よ
っ
て
、

産
地
情
報
の
伝
達
が
必
要

で
す
。

一
般
消
費
者
に
米
、米

加
工
食
品
を
販
売
・
提
供

す
る
場
合
に
は
産
地
情
報

の
伝
達
が
必
要
で
す
。

ま
た
外
食
店
等
で
は
、米

飯
類
の
み
産
地
情
報
伝
達

が
必
要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
省
近
畿
農
政
局

豊
岡
地
域
セ
ン
タ
ー

消
費
・
安
全
グ
ル
ー
プ

流
通
監
視
担
当

☎
０
７
９
６（

）６
１
０
９

２２

但
馬
地
域
の
各
市
町
で

は
、但
馬
発
祥
の
伝
統
作

物「
朝
倉
山
椒
」の
特
産
化

に
取
り
組
ん
で
お
り
、普
及

活
動
の
一
環
と
し
て「
朝
倉

山
椒
」の
活
用
方
法
等
の
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象

但
馬
地
域
内
で

飲
食
業
、食
品
加
工
業
等

を
営
む
皆
さ
ん
。

▽
日
時

月
８
日

、

１０

（水）

午
後
２
～
４
時

▽
会
場

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
日
高
営
農

生
活
セ
ン
タ
ー（
豊
岡
市
日

高
町
宵
田
）

※
詳
し
い
内
容
、参
加
申

込
書
は
、兵
庫
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp
://w
e
b
.p
re
f.h
y
o
g
o
.

lg
.jp
/tjk
1
5
/sa
n
sh
o
so
u

d
a
n
k
a
i.h
tm
l

▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
朝
来
農
林
振
興

事
務
所
農
政
振
興
課

☎（
６
７
２
）６
８
７
８

木
の
殿
堂
は
、開
館
２０

周
年
を
記
念
し
て「
木
の
殿

堂
組
み
木
指
導
員
作
品

展
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
会
期

９
月

日

ま
で

３０

（火）

▽
会
場

木
の
殿
堂（
香
美
町
村

岡
区
和
池
）

▽
展
示
内
容

木
の
殿
堂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
み
木
指
導
員
が
製
作
し

た
組
み
木
・
木
の
お
も
ち
ゃ

な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
立
兎
和
野
高
原
野
外
教
育

セ
ン
タ
ー「
木
の
殿
堂
」

☎
０
７
９
６（

）１
３
８
８

９６

国
道
４
８
３
号
北
近
畿

豊
岡
自
動
車
道
で
、
橋
梁

補
修
工
事
・
ト
ン
ネ
ル
等
施

設
点
検
の
た
め
、一
部
夜
間

通
行
止
め
を
行
い
ま
す
。

▽
場
所
・
日
時

①
遠
阪
ラ
ン
プ
～
春
日
Ｊ

Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

９
月
８
日
（月）

～

日

、毎
夜
午
後
８

１２

（金）

時
～
翌
朝
午
前
６
時（
遠

阪
ト
ン
ネ
ル
区
間
は
通
行

で
き
ま
す
）

②
八
鹿
氷
ノ
山
Ｉ
Ｃ
～
山

東
Ｉ
Ｃ

９
月

日

～

１５

（月）

日

、毎
夜
午
後
９
時

１９

（金）

～
翌
朝
午
前
６
時（
播
但

連
絡
道
路
・
遠
阪
ト
ン
ネ
ル

区
間
は
通
行
で
き
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

豊
岡
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
７
９
６（

）３
１
２
６

２２

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（９月のテーマ）【月曜】高年齢出産へのアドバイス

税国民健康保険税 ３期

納期 ９月３０日（火）まで

９月の税９月の税

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法

朝
倉
さ
ん
し
ょ
料
理

加
工
品
活
用
相
談
会

組
み
木
指
導
員
作
品
展

円山川を美しくする協議会（円美協）（国土交通省・豊岡河川国道事務所内）☎０７９６（２２）３１２６

不法投棄・ゴミのポイ捨て あとを絶ちません
円山川流域では、住民による自主的な清掃活動が積極的に行われています。一方で使用

できなくなった冷蔵庫、テレビ、古タイヤなどの不法投棄、空きかんや家庭ゴミのポイ捨て
などがあとを絶ちません。
『円山川はみんなの共有財産』を合い言葉に、このような心ない行為を一掃しましょう。

第
１
回
但
馬（
円
山
川
等
）

地
域
総
合
治
水
推
進
協
議
会

国
道
４
８
３
号
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

一
部
夜
間
通
行
止
め
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

技
術
や
経
験
を
い
か
し
、

開
発
途
上
国
の
人
々
と
共

に
生
活
し
、相
互
理
解
を
は

か
り
な
が
ら
行
う
海
外
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。事
業

主
体
は
、国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）が
実
施
す
る

政
府
事
業
で
す
。

▽
応
募
資
格

①
青
年
海
外
協
力
隊
…
２０

～

歳
の
日
本
国
籍
を
有

３９
す
る
人

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
…

～

歳
の
日
本
国

４０

６９

籍
を
有
す
る
人

▽
募
集
期
間

月
１
日

１０

～

月
４
日

（水）

１１

（火）

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.jic
a
.g
o
.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８（
２
６
１
）０
３
５
２

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

は
、平
成

年
度
入
学
の

２７

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
募
集
学
科
》

建

築
・
機

械

制

御
・
情

報
・
自
動
車
の
各
工
学
科

《
推
薦
入
校
試
験
》

▽
応
募
期
間

月
１
日

～

日

１０

（水）

１７

（金）

▽
試
験
日

月

日

１０

２５

（土）

《
一
般
入
校
試
験（
第
１
回
）》

▽
応
募
期
間

月
５
日

～

日

１１

（水）

２１

（金）

▽
試
験
日

月

日

１１

２９

（土）

《
問
い
合
わ
せ
先
》

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

☎
０
７
９
６（

）２
２
３
３

２４

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

は
、求
職
中
の
人
を
対
象
に

し
た
職
業
訓
練
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
介
護
職
員
初
任
者
コ
ー
ス

（
パ
ソ
コ
ン
付
）》

▽
募
集
期
間

月
１
日

ま
で

１０

（水）

▽
定
員

人
２０

▽
受
講
料

無
料（
テ
キ
ス

ト
代
等
の
実
費
が
必
要
）

▽
選
考
日
時

月
８
日

１０

、午
前

時
～

（水）

１０

▽
訓
練
期
間

月

日

１０

２１

～

月

日

（火）

１２

１９

（金）

▽
訓
練
場
所

旧
和
田
山
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
ビ
ル（
土
田
）

《
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
》

▽
募
集
期
間

月
２
日

ま
で

１０

（木）

▽
定
員

人
１６

▽
受
講
料

無
料（
テ
キ
ス

ト
代
等
の
実
費
が
必
要
）

▽
選
考
日
時

月
９
日

１０

、午
前
９
時

分
～

（木）

３０

▽
訓
練
期
間

月

日

１０

２１

～

月

日

（火）

１２

１９

（金）

▽
訓
練
場
所

日
高
職
業
訓
練
協
会

（
豊
岡
市
商
工
会
館
内
・
豊

岡
市
日
高
町
日
置
）

《
介
護
職
員
初
任
者
研
修
、

移
動
送
迎
支
援
コ
ー
ス
》

▽
募
集
期
間

９
月

日
１６

～

月

日

（火）

１０

１６

（木）

▽
定
員

人
１５

▽
受
講
料

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
の

実
費
が
必
要
）

▽
選
考
日
時

月

日

１０

２３

、午
前

時
～

（木）

１０

▽
訓
練
期
間

月
５
日

１１

～
平
成

年
２
月
２
日

（水）

２７

（月）▽
訓
練
場
所

但
馬
文
教
府（
豊
岡
市

妙
楽
寺
）

《
問
い
合
わ
せ
先
》

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

☎
０
７
９
６（

）２
２
３
３

２４

募

集

募

集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

平
成

年
度
学
生
募
集

２７

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

市国際交流員ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌさんが朝来市の魅力や文化などを紹介します

朝来市ホームページのトップページからリンクしています

YouTubeチャンネル「パ・ピ・プ・ペ・ポリーヌ」

外国人向け朝来市観光サイト
英語、フランス語による観光情報です
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各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ９月１１日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ９月１０日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 １０月２０日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 １０月４日（土） 午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール会議室
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは、若者未就業者の就労自立に向
けた相談に応じます。
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，２５０円）
時 ９月２５日（木） 午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 １０月６日（月） 午後１時～４時
場 市役所南庁舎会議室
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

【火曜】定期歯科検診のすすめ 【水曜】ぎっくり腰の話 【木曜】ＥＤ治療の話 【金土日】ホクロと黒色腫（こくしょくしゅ）

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設へお問い合わせください

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

オーケストラで聴く、ジブリ音楽《全席指定》公演日：１１月８日（土）

開演：午後３時００分／料金：大人２，５００円高校生以下１,５００円

前売券発売日友の会９月６日（土）一般９月１２日（金）

☎６７９－４４４８ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

手描き友禅【結友】展 会期：９月３０日（火）まで

「古（いにしえ）の布と遊ぶ」展 会期：１０月１日（水）～３１日（金）

生野まちづくり工房井筒屋

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

森はな展 会期：９月１５日（月）まで

但馬の四季彩展～ようきんさった～会期：９月１９日（金）～１０月５日（日）

ヒメハナ観月会 日時：９月７日（日）午後６時３０分～８時３０分

内容：雅楽と箏と尺八の調べ、俳句の投句（自由参加）

お茶券：３００円（お茶とお菓子）

ヒメハナ公園ウツギの館

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

北島遊展「生きる」会期：９月２０日（土）～１０月１９日（日）

あさごアートコンペティション優秀作品展 会期：１０月４日（土）～１１月９日（日）

東郷青児 絵画と彫刻展 会期：９月２３日（火）まで

あさごの森で光と影のピクニック 会期：９月１５日（月）まで

入館料大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

ASAGO国際音楽祭２０１４
ファイナルコンサートチケット料金払戻について

お手持ちの「オープニングコンサートおよびファイナルコン
サートの共通チケット」につきまして、ファイナルコンサート分に
ついてチケットと引き換えで返金を受け付けます。（返金額５００円）
【受付】和田山ジュピターホール…９月１５日（月）まで
やむをえず中止となりましたことをお詫びいたします。

【火曜】定期歯科検診のすすめ 【水曜】ぎっくり腰の話 【木曜】ＥＤ治療の話 【金土日】ホクロと黒色腫（こくしょくしゅ）
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防防衛大学校・防衛医科大学校試験案防衛大学校・防衛医科大学校試験案内内

問・自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎０７９６－２２－３９７８

試験日受付期間応募資格種目

１次 １１月８日（土）・９日（日）
２次 １２月９日（火）～１３日（土）

９月３０日（火）

まで

高卒

（見込み含む）

２１歳未満の人

防衛大学校学生
（一般前期）

１次 １１月１日（土）・２日（日）
２次 １２月１７日（水）～１９日（金）医科

防衛医科
大学校学生 １次 １０月１８日（土）

２次 １１月２９日（土）・３０日（日）看護

暮らしのお知らせ

市
は
、定
住
促
進
施
策
と
し
て
進
め
て
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い

て
、こ
れ
ま
で
人
口
減
少
や
空
き
家
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
生
野
地

域
で
先
行
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、今
後
は
、対
象
範
囲
を
市
内
全

域
に
広
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

貸
し
た
い
空
き
家
、売
り
た
い
空
き
家
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。お
気

軽
に
定
住
促
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

定
住
促
進
課

☎（
６
７
２
）１
４
９
２

定
住
促
進
に
向
け
て

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
市
全
域
に
広
げ
ま
す

朝来市空き家バンクホームページ

http://www.asago-akiyabank.jp/

朝来市ホームページからもリンクしています登録している空き家の例

通
勤
バ
ス
社
会
実
験
を
実
施

Ｊ
Ｒ
播
但
線
に
接
続
す
る
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

市
は
、平
成

年
度
か
ら

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
第
２
次
総

２６

３３

合
計
画
の
中
で
人
口
政
策
を
最
重
要
課
題
に
掲
げ
、定
住
人
口
増
加
の
た

め
通
勤
圏
の
拡
大
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、全
但
バ
ス
と
連
携
し
、Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
和
田
山
行
に

接
続
し
な
い
電
車
か
ら
、新
野
駅
で
乗
り
継
げ
る
通
勤
バ
ス
を
期
間
限
定
で

運
行
し
、姫
路
方
面
へ
の
通
勤
機
会
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

バ
ス
の
運
行
に
よ
っ
て
、和
田
山
駅
ま
で
の
最
終
電
車（
姫
路
発
・
午
後
９

時
７
分
）よ
り
も
、１
時
間
以
上
遅
い
電
車（
姫
路
発
・
午
後

時

分
）の

１０

１４

利
用
に
よ
る
朝
来
市
へ
の
到
着
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

通
勤
以
外
で
の
利
用
も
で
き
ま
す
。

◆
期
間

月
１
日

～

月

日

の
期
間
中
の
平
日

１０

（水）

１１

１４

（金）

※
土
日
祝
日
は
運
行
し
ま
せ
ん

◆
経
路

新
野
駅

→

和
田
山
駅（
１
日
２
便
・
和
田
山
方
面
の
み
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

定
住
促
進
課

☎（
６
７
２
）１
４
９
２

通勤バス（新野駅で乗換）ＪＲ播但線

和田山駅竹田駅青 倉新井駅生野駅西口新野駅新野駅着姫路駅発

２０：５５２０：４０２０：３２２０：２５２０：１２１９：５０１９：４４１９：０３１便

２４：０５２３：５０２３：４２２３：３５２３：２２２３：００２２：５５２２：１４２便

和田山駅

１００円竹田駅

１００円１００円青 倉

２００円１００円１００円新井駅

３００円３００円２００円２００円生野駅西口

４００円４００円３００円３００円２００円新野駅

運行時刻
１０月１日～１１月１４日（平日のみの運行）

運 賃 表

（注）新野駅以外でも乗降できます
上記以外のバス停では乗降できません
ＪＲのきっぷではご乗車いただけません
あこかカードはご利用いただけません
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文久２年（１８６２）、諸外国

との開港交渉のため幕府から

ヨーロッパへの派遣を命じら

れ、使節団の一員として渡

欧した糸井京極家（和田山町

寺内）の家臣黒澤貞備の記録
く ろ さ わ さ だ よ

『欧羅巴航日録』ほか黒澤家
ヨ ー ロ ッ パ こ う に ち ろ く

関係資料が 、朝来市文化財

に指定されました。その使節

団には福澤諭吉も含まれていました。
ふ く ざ わ ゆ き ち

今回、朝来市文化財への指定を記念し、「欧羅巴航日録」

をはじめ、ヨーロッパから持ち帰った遺

品や写真などを展示します。幕末、こ

の地からヨーロッパに渡った黒澤貞備

の記録を、この機会にぜひご観覧くだ

さい。

◇和田山歴史民俗資料館

開館時間

午前９時３０分～午後４時３０分

☎６７５－２９２８

◇問い合わせ先

朝来市教育委員会社会教育課

☎６７７－２１１６

朝来市誕生以来、市民をとり

まく環境は大きく変化し、その

変化は常に文化遺産の新たな

発見や変化を伴ってきました。

この特別展では、朝来市１０年

の歩みとともに発掘調査で得ら

れた新たな成果を紹介します。

また、今年２月に「歴史・教育・経済パートナーシップ宣言」

を結んだ、長崎県壱岐市との交流展示「壱岐」も同時開催し
い き

ます。

◇内容 国重要文化財である、茶すり山古墳出土品をはじ

めとする市内文化財の紹介

長崎県壱岐市立「一支
い き

国博物館」所蔵の壱岐市文
こく

化財などの紹介

◇特別講演会

「竹田城とあさごの文化～今日そして未来へ～」

日時 １１月８日（土）午後１時３０分～

会場 あさご・ささゆりホール

講師 北垣聰一郎さん（石川県金沢城調査研究所名誉所長）
き た が きそ う い ち ろ う

◇朝来市埋蔵文化財センター「古代あさご館」

開館時間 午前９時～午後５時（入館は４時３０分まで）

◇問い合わせ先

朝来市埋蔵文化財センター☎６７０－７３３０

◇会期 １１月３日（月）まで 入館無料

◇会場 和田山歴史民俗資料館（和田山町寺内）

※開館日 木～日曜・祝日のみ

（ただし、９／１８・２５、１０／１６は休館）

「欧羅巴航日録」

アルバムベルリンにて
「黒澤貞備」

◇会期 １１月９日（日）まで 入館無料

◇会場 朝来市埋蔵文化財センター「古代あさご館」

（山東町大月）

※月曜休館（祝祭日の場合は翌日休館）

（C）ヴィッセル神戸

ヴィッセル神戸朝来市民応援デー
■日 時 １０月２６日（日）午後４時（大宮アルディージャ戦）

■会 場 ノエビアスタジアム神戸（ノエスタ）

（神戸市兵庫区御崎町）

■対 象 朝来市内に住む人

■定 員 ２００人※バック自由席、抽選

■申込み １０月１０日（必着）

官製往復はがきに、①申込み人数（最大４人）、②参加者全員の郵便番号・住所・

氏名・年齢・電話番号、返信先住所を記入し、

「ヴィッセル神戸朝来市民応援デー」係

（〒６５２－０８５５神戸市兵庫区御崎町１－２－１）まで

■当選連絡 試合の５日前までにハガキでお知らせします。

■問い合わせ先 ヴィッセル神戸チケットセンター

☎０７８－６５１－１２２２（午前１０時～午後５時３０分土・日・祝日は休み）

朝来市文化財指定記念特別展

幕末、欧羅巴へ渡った
ヨ ー ロ ッ パ

黒澤貞備の記録

特別展

「光陰矢のごとし」

～あさご「発掘」この１０年～



健康コーナー

朝来市では、健康あさご２１－健康増進計画・食育推進

計画－に基づいて、食を通じた健康づくりを進めています。

食に関する知識を深め、楽しみながら健康的な食生活

や健康づくりが実践できるように心がけましょう。

《１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを》

☆朝食で、いきいきした１日を始めましょう。

☆夜食や間食はとりすぎないようにしましょう。

☆飲酒はほどほどにしましょう。

（平成１２年３月／文部省・厚生省・農林水産省策定 食生活指針）

朝来市ではホームページに、食と栄養に関する情報を随

時掲載していきます。ぜひご覧ください。

【問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

こころと身体の健康は運動と深い関係があります。運動

の効果を身体とこころの両面から学習しながら運動の実

際を体験する講座です。

運動に適した服装でお越しください。

◆テーマ

「身体がこころが嬉しくなるノルディックウォーク」

◆講 師 神戸常盤大学保健科学部

柳本有二教授
やなぎもと ゆ う じ

◆日 時 ９月２２日（月）

午後２時～３時３０分

（午後１時３０分開場）

◆会 場 さんとう緑風ホール

（市役所山東庁舎となり）

◆参加費 無料

◆募集人数 先着５０人

【申込み・問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

《対象となる人》 市内に住所があり、今年度６５歳以上

の人。（平成２７年３月末年齢）

※ただし、今年度、肺がん検診や病院等で胸部レントゲン

検査を受けた人は、この検診を受ける必要はありません。

※巡回場所・時間など詳細は回覧等でお知らせします。

検診料金は無料です。受診当日は、事前にお送りします

「胸部検診受診票」を必ず持参してください。

《その他》

今年度６５歳になる人と、過去５年間に結核検診を受

診したことがある人には、９月下旬に受診票と詳しい

日程を送付します。それ以外で受診を希望する６５歳以

上の人は、事前にお申込みください。

【申込み・問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９
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期 日巡回地区

１０月６日（月）、７日（火）山東地区巡回

１０月７日（火）、８日（水）、１５日（水）、１６日（木）、１７日（金）和田山地区巡回

１０月２０日（月）、２１日（火）朝来地区巡回

１０月２１日（火）、２２日（水）生野地区巡回
《朝来市の現状》
平成２１年度に行った健康づくりのためのアンケート

調査と食育アンケート調査の結果では、朝食を毎日食
べている人の割合は、就学前の子どもが９３．９％、小学
生は９３．２％、中学生は８４．７％、１５～６４歳の男性では
７４％、女性は８３．６％となっています。
逆に朝食を食べない人の割合が、２０歳代において男

性では２４．５％、女性では１０．７％、３０歳代男性が
１４．８％と他の年代より高くなっています。また１５～６４
歳の年代で、主食・主菜・副菜がそろった朝食を食べて
いる人は、１９．８％という結果でした。
小中学生が朝食を食べない理由としては、「食欲が
ない」「食べる時間がない」などとなっており、また朝食
を毎日家族そろって食べている人の割合は、小学生で
３４．７％、中学生で２５．３％となっています。家族一人ひ
とりの生活習慣を見直し、家族がそろって朝食を食べる
環境を整え、より良い１日のスタートにしましょう。

～～毎月１９日は食育の日～毎月１９日は食育の日～～

乳幼児等対象の健診についてはいずれも該当児には個別通知します。

場 所内 容
曜
日

日月

和田山保健センター献血火１６

９
月

山東老人福祉センター
山東老人福祉センター

離乳食教室
脳元気度チェック（予約制）

水１７

和田山保健センター８か月児健診木１８

和田山保健センター血液サラサラ教室水２４

和田山保健センター３か月児健診木２５

生野マインホール献血金２６

和田山保健センター糖尿病予防教室土２７

山東老人福祉センターぱくぱく離乳食教室火３０

和田山保健センター３歳児健診水１

月
１０

和田山保健センター１歳６か月児健診木２

和田山保健センターこころのケア相談（予約制）金３

山東地区巡回
朝来老人福祉保健センター

結核検診
献血

月６

和田山・山東地区巡回結核検診火７

山東地区巡回結核検診水８

和田山保健センター高血圧症予防教室金１０

和田山地区巡回
山東老人福祉センター

結核検診
離乳食教室

水１５

健健健康康カレカレンンダーダー
９９／１６～１０／１９／１６～１０／１５５

食を通じた健康づくり ～健康あさご２１～

おいしく、楽しく、バランスよく！

薗

塩

鉛

於

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

結核とは…
結核は過去の病気・・・と思われがちですが、全国で年

間約２万人が発病しており、特に高齢者の発病が増え

ています。結核は早く発見して治療することで治る病

気です。早期発見のためには、年１回の胸部レントゲン

検査が重要です。

平成２６年度結核検診を実施します

こころの健康づくり講演会



健康コーナー
■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

◎平成２６年度

高齢者インフルエンザ予防接種の実施について

《対象となる人》 市内に住所があり、①または②に該当する人

①接種日に満６５歳以上で接種を希望する人

②接種日に満６０歳以上６５歳未満で、心臓、腎臓、呼吸

器機能または免疫機能に障害があり、医師が接種を

必要と認める人

《接種期間》１０月初旬～平成２７年１月３１日

※接種の予約については、医療機関によって時期が異な

ります。各医療機関にお問い合わせください。

《接種料金》 対象となる人は無料

《実施医療機関》

朝来市内指定医療機関や市外のかかりつけ医療機関

※市外の医療機関で接種を希望する場合は、事前の手煮 紗錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
続きが必要です。必ず予約する前に地域医療・健康煮 紗錫錫錫錫錫
課に連絡をしてください。連絡をせず接種を受けた場

合は、公費負担できないことがあります。

《予防接種の受け方》

①接種を希望する医療機関に予約してください。

②医療機関にある説明書を読み、予診票を記入し、当日

は住所、年齢が確認できるもの（医療保険証等）を持

参して接種を受けてください。

◎任意のインフルエンザ予防接種

接種費用助成事業の開始について

１０月１日から、次の皆さんを対象に、インフルエンザ予

防接種の接種費用を一部助成します。

《助成対象者》

接種する時点で朝来市に住所があり、次に該当する人。

①生後６か月～中学３年生までの乳幼児、児童、生徒

（１３歳未満は２回とも助成）

②６０歳未満で身体障害者手帳（内部障害１～２級）を

所有する人

③６０～６４歳で身体障害者手帳（内部障害１～２級）

を所有し、定期接種の対象とならない人

《助成額》 接種費用のうち２,０００円（２回とも助成の場

合は２回目については１,０００円）を上限に助成

《実施期間》１０月１日～平成２７年１月３１日

《その他》 助成方法など、詳細については隣保回覧する

チラシや市ホームページでご確認ください。

◎１０月から「水痘予防接種」と「高齢者肺炎球菌予防接種」が

定期接種に加わります

◆水痘（水ぼうそう）予防接種

《対象となる人、接種回数》 過去に水痘にかかったことが

ない、次の①または②に該当する人を対象とします。

①満１歳以上３歳未満の児：２回接種

※定期接種として接種できる回数は、過去に接種した

回数と合わせて２回まで。

②満３歳以上５歳未満の児

（平成２６年度限りの対象）：１回接種

《その他》 接種当日の年齢、接種歴によって、接種できる

回数が異なります。

◆高齢者肺炎球菌予防接種

《対象となる人》 次の①または②に該当し、過去に肺炎

球菌ワクチンを接種したことがない人

①６５歳の人

②６０～６５歳未満で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能、

またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害

を有する人

※ただし、経過措置として①平成２６～３０年度の５年間は、

当該年度の末日に６５・７０・７５・８０・８５・９０・９５・１００歳の人

を対象とします。②平成２６年度は２６年度の末日に１０１

歳以上の人を対象とします。

《接種回数》 １回接種

◎高齢者肺炎球菌予防接種費用助成事業を終了します

平成２３年度から、６０歳以上のハイリスクの皆さんを対

象に実施しています接種費用助成事業は、高齢者肺炎球

菌予防接種が１０月１日から定期接種に移行することから、

９月３０日をもって助成事業を終了します。

平成２６年４月以降に既に接種している人や、接種を希

望する人は、９月３０日の助成事業終了までに、早急に助

成の手続きをしていただきますようお願いします。

☆予防接種は、接種前にかかりつけ医とよく相談し、体調

の良いときに接種しましょう。

【問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

輸血に必要な血液をいつでも十分に確保しておくため

には皆さんの献血が必要です。多くの皆さんのご協力をお

願いします。

【問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

平平成２６年９月平成２６年９月号号21

予防接種についてのお知らせ

【９・１０月の献血予定】

受付時間会 場日 程

午前９：３０～１１：１５午後０：３０～３：３０和田山保健センター９月１６日（火）

午前１０：００～１１：１５午後０：３０～３：００生野マインホール９月２６日（金）

午前１０：００～１１：１５午後０：３０～３：００朝来老人福祉保健センター１０月６日（月）

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード（お持ちの人）をご持参ください。

献血にご協力ください

陰

右

韻

宇

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

吋
吋
吋

吋
吋
吋

水痘と高齢者肺炎球菌予防接種については、対象となる

皆さんへ、接種方法等の詳細について９月末までに、個別

に通知します。
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地域包括支援センターの

認知症サポーター養成講座を開催しませんか？
～認知症になっても安心して暮らせる朝来市を目ざしましょう～

窓

◎認知症サポーターとは…

認知症について正しく理解し、偏見を

持たず、地域で認知症の人やその家族

を見守る応援者です。何か特別なことを

する人ではなく、学んだことを家族や友人に伝え、自分ので

きる範囲で活動します。朝来市ではこれまでに約２千人が

研修を受け、サポーターとして活動しています。認知症の理

解者・応援者（サポーター）を増やし、認知症になっても安心

して暮らせるまちをつくりましょう。

◎認知症サポーターになるには…

認知症キャラバンメイトが開催するサポーター養成講座を

受講していただくと、「認知症の人を支援します」

という目印の「オレンジリング」をお渡しします。

◎サポーター養成講座を開催するには…

学校、自治会、職場などで５人以上集まれば、開催する

ことができます。認知症のことや接し方を学んでみようと思っ

たなら、ぜひ地域包括支援センターまでご連絡ください。

さまざまな人権相談について、時間を延長して受け付けます。相談は無料で秘密は厳守します。

◆日 時 ９月８日（月）～１２日（金） 午前８時３０分から午後７時まで

９月１３日（土）・１４日（日） 午前１０時から午後５時まで

◆相談方法 電話による相談

◆相談担当 人権擁護委員、法務局職員

◆電話番号 ０５７０－００３－１１０（ゼロゼロみんなのひゃくとおばん）

※全国共通ナビダイヤル ※最寄りの法務局へつながります

こんなときこそ検察審査会へ

■問い合わせ先 朝来市地域包括支援センター ☎６７２－６１２５

【質問】
私の友人のＡさんは、小型トラックにはねられ、足の

骨を折るなどの重傷を負って、３か月ほど入院しまし

た。

加害者のＢは、事故直後こそ、病院にＡさんを見舞い、

賠償金も払うと約束するなどしていましたが、その後

は約束を果たさないばかりか、「検察庁では自分に責任

がないことを認めてくれた。」などと言って、手のひら

を返すような態度に出てきました。

調べてみると、確かに、検察庁はＢを不起訴処分とし

て裁判にかけないことにしていました。どうも納得が

いかないのですが、あきらめるしかないのでしょうか。

【回答】
ご質問のように、検察官の処分に納得できないとき

に、検察官の処分が正しいかどうかを審査する「検察審

査会」という制度があります。

検察審査会は、選挙権を有する一般国民の中からく

じで選ばれた１１人の審査員の集まりで、犯罪の被害者

などから、検察官の不起訴処分が納得できないとした

審査の申立てを受けたときに、検察官の不起訴処分の

よしあしを審査することを主な仕事としています。事

件を審査してもらうのに、全く費用はかかりません。申

立ての方法等の詳しいことについては、検察審査会事

務局にお問い合わせください。

■問い合わせ先
豊岡検察審査会事務局 ☎０７９６－２２－２３０４
（神戸地方裁判所豊岡支部内）

【全国一斉「高齢者・障がい者の人権あんしん相談」強化週間】

■問い合わせ先 神戸地方法務局人権擁護課企画係 ☎０７８－３９２－１８２１（内線３４５）
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インターネットで海外の悪質通販サイトに注文してしまい、「商品が届かない」「偽ブランド品が届いた」などという相談が

依然として複数寄せられています。

ࣄࣄࣄ
ྫྫྫ

つ

ベビーベッドを探していたところ、ネット通販で安い商品を見つけ、前払いで代金１万５千円を振り込んだが、２

週間以上たっても商品が届かない。業者の連絡先はメールアドレスしかわからない。振込口座は外国人らしき個

人名義だった。 （３０歳代女性）

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

集

記後

編

今年の夏は、私の大好きなお姉さんがフランスから日本にやってきてしば

らく滞在していました。お姉さんが日本にやってくるのは初めてではなく、私

が以前に奈良に住んでいたときにも遊びに来たことがありました。

今回、お姉さんが日本に来たのが夏だったことからか、暑さにびっくりした

ようでした。日本の夏は大変暑いですから。また、私が今住んでいるアパート

はそんなに広くないので、２人で暮らすにはちょっと苦労しました。ほかにも、

虫が多いことにも驚いていたようです。

でも、楽しいこともいっぱいありました。そんななかで一番楽しかったのは

「夏の祭り」です。

お姉さんは、とても祭りに行くのを楽しみにしていたそうです。浴衣を着る

人が行き交う祭りの風情は、日本の夏を象徴

する景色ですね。

また、お姉さんは食べ歩きも大好きなので、

いろいろな屋台でいろいろな食べ物を買って

味わいました。お姉さんの一番のお気に入りは

「焼きイカ」。私はクリームの入った「たい焼き」

が特に大好きです。

最後に花火を見物しました。日本の花火は

すごいですね。とてもきれいで長い時間楽し

めました。次は、私も浴衣を着てみたいですね。

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌ）
※子ども＝15歳以下 高齢者＝65歳以上
※累計は平成２６年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

１空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

３忍 び 込 み０強制わいせつ

１金 庫 破 り０ひ っ た く り

２事 務 所 あ ら し２０車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

５詐 欺

そ
の
他

２部 品 ね ら い

５傷 害１６器 物 損 壊

７暴 行３自 動 車 盗

１６万 引 き０オートバイ盗

（７月末累計）１４自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

０建物

火
災

０林野

０車両

１その他

１合計

１７累計

１１交通事故

救
急

２２一般負傷

１１０急病

１８その他

１６１合計

９４６累計

（７月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

６１８人身事故

００子ども

死
者

１０高齢者

００その他

１０合計

７１子ども

傷
者

２０１高齢者

６６１０その他

９３１２合計

６４３７１物損事故

（７月中）

vol.１２ 夏の祭り

相手業者と連絡が取れない場合、返金を受けることは極めて困難です。また、偽ブランド品を海外へ返送すると関税法

違反に当たりますので、海外への返品は控えてください。最近は、ブランド品だけでなく日用品を扱う悪質サイトの事例も

報告されています。安いからといって疑わしいサイトを利用し代金を払ってしまうことのないよう十分注意してください。

平平成２６年９月平成２６年９月号号23

悪質通販サイトの特徴

●ブランド品が市価の半額以下 ●連絡先がメールアドレスのみ ●支払い手段が前払いのみ

●振込先口座が個人名義 ●日本語が不自然
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人 朝来市内で活躍する
朝来市にゆかりのある
元気な人・グループを紹介

（ ）

新あさご百景
第30回 白綾の滝

し ら あ や

生野町白口にある滝。落差は約２５㍍あり、多段の滝が大変美しい姿

を見せてくれます。白綾の名の通り、流れる水の姿が綾織りを思わせ
あ や お

ます。また、冬には壮麗な氷瀑を見ることもできます。
ひ ょ う ば く

問い合わせ先 都市開発課 ☎６７２－６１２７

朝来市とアメリカ・オレゴン州ニューバーグ市との交流のきっかけを

つくった、アリソン・コーニルズさんが、家族とともに約２５年ぶりに朝来

市を訪れました

アリソンさんは、和田山中学校の初代ＡＬＴ（外国語指導助手）とし

て、平成元年（１９８９）に赴任しました。アリソンさんの父であるホーキン・

アウさんが、アメリカ・オレゴン州ニューバーグ市の教育委員であった

ことから、アリソンさんの勧めによってニューバーグ市のスプリングブ

ルック中学校（現・シャヘイラムバレー中学校）と和田山中学校との交流

が、わだやま国際文化交流協会の支援のもと始まりました。

平成２年（１９９０）には両校の間で姉妹校提携が結ばれ、これまでに約

３５０人の生徒が相手校を訪問するなど、交流が継続して行われていま

す。また、交流は学校間にとどまらず、平成１２年７月には、ニューバーグ

市との姉妹都市提携が、当時の和田山町との間で結ばれています。

７月２８日には、アリソンさん、同じく約２５年前に和田山高校で英語

の指導経験がある夫のロバート・コーニルズさん、３人の息子さんと、長男の奥さんの計６人が朝来市役所を訪問。アリソン

さんは「子どもたちをはじめ多くの皆さんにとって有意義であるこの交流が、継続されていることを素晴らしく思います。」と

話していました。

皆さんからの投稿を募集しています。身近にある
風景などを応募ください。

いきいき

市 民 投 稿

竹田城跡見学マナー講座「登城心得ＤＶＤ」を制作 和田山ロータリークラブ
和田山ロータリークラブは、朝来市竹田城課のアドバイスのもと、登城を

安全に楽しんでいただくため、また、国の重要文化財の城跡を守り、後世に

伝えていくことを目的として、「竹田城跡見学マナー講座、登城心得」ＤＶＤ

を制作しました。

内容は登城前の準備編、城跡内での注意事項編、禁止事項の保護編から

なる三部構成の２分３０秒の作品で、ナレーションを八鹿高校放送部の皆さ

んに担当していただきました。さっそくＮＨＫのニュースで紹介があり、多く

の問い合わせをいただいております。

今後は、旅行社などを通じて登城前の皆さんにバスの車中で見ていただ

くほか、動画サイトなどでの公開、関係機関への配布などで、登城マナー向

上に役立ててもらえればと考えております。

（問い合わせ先 和田山ロータリークラブ事務局 ☎６７２ー５４３５）

こ ん な こ と あ ͬ た で ー

アリソン・コーニルズさん

アリソンさん（右から３人目）、ロバートさん（同４人目）とご家族、
垣尾教育長（右）とともに。


